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[講師からの言葉] 

 

 

 

 

 

 

 

 

【呼びかけの言葉】 

「神と魂を知ることを熱望する」（『ソリロキア（独白）』2.1.7）と語り始めたアウグスティヌスは何者か。中世の神

学博士たちが読み、宗教改革者たちが読んだその著作を、2024年の夏、私たちも読み始めてみませんか。『告白』が記

し始められた 397 年までの著作を中心に、アウグスティヌスが、どのような人間として、聖書を読み、神を仰ぎ、教会

のなかに生きようとしていたのかに共に心を注いでみましょう。古くて新しい言葉に私たちは出会えるはずです。 

[スケジュール] 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 

[ご案内] 

開催日： 2024 年 7 月 5 日(金)～6 日(土)（今年も参加していただきやすいように金・土といたしました） 

会 場： 日本キリスト改革派 神港教会 〒657-0064 神戸市灘区山田町 3-1-12 

TEL 078-851-6865    

費 用： 3,000円（全日程参加）、部分参加者は一講義 700円 （ライブによる聴講者も同じ） 

お問合せ： 神戸改革派神学校事務室 （神港教会ではなく神学校にお願いします） 

     〒651-1306 神戸市北区菖蒲が丘 3-1-3 

     TEL078-952-2266 FAX078-952-2165  E-mail rcj-kobe2266@nifty.com 

 

    ※会場での参加者は申し込みの必要はありません。 

但しライブ配信による聴講は別紙要領にて申し込みが必要です。   ライブ申込フォーム→ 

 

神戸改革派神学校

『はじめて読む 397年のアウグスティヌス』

Ⅰ．「時代」～古代末期・キリスト教時代・黄金の教父時代、アウグスティヌスの生涯～ 

Ⅱ．「聖書」～幼い心が軽蔑した聖書のなかに神の愛を見つけた、そこに生まれた祈り～ 

Ⅲ．「謙遜」～キリストが教えてくれた人間らしさ、神と人と共に歩む道が謙遜にある～ 

Ⅳ．「恩寵」～世界の悪に苦悩し、自由を求め続けた人間の生に、神の恩寵が勝利した～ 

Ⅴ．「教会」～聖なる教会は腐敗と欠落とを抱え込むがゆえに、聖なる輝きを放ちゆく～ 
 

会 場 ：日本キリスト改革派 神 港 教 会 

     ライブ配信も予定しています。（申込による。別紙参照） 

 

主題

講 師 柏木貴志先生 （岡山教会牧師・神戸改革派神学校講師） 

７
月
５
日 (
金) 

午後 1:00      

受付開始 

1：30～ 

開会礼拝 

2：00～3：15 3:15～ 3：30～4：45 4:45～ 5:00～6:15 6：15～6：45 

講義Ⅰ 休 憩 講義Ⅱ 休 憩 講義Ⅲ 質疑応答 

７
月
６
日 (

土) 

 

 

9:00～10:15 10:15～ 10:30～11:45 11:45～12:30  

講義Ⅳ 休 憩 講義Ⅴ 質疑応答 ・ 閉会式  

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSd4svypqVT3Wf7YBaZv-sYfUOkYI0Pdm-bA1z8oD9Cf1AvVtg/viewform?%20

